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生
田　
政
代

公
明
党

有
害
鳥
獣
対
策
の
取
り
組
み
は

年
度
か
ら
侵
入
防
止
柵
や
箱
わ
な
の
設

置
へ
の
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
周
知
・
啓
発

や
、
補
助
事
業
で
設
置
さ
れ
た
電
気
柵

の
緊
急
点
検
を
実
施
し
、
不
適
切
な
も

の
は
改
善
指
導
を
行
っ
た
。

③
昨
年
度
の
免
許
所
有
者
は
４
７
８
人

で
人
数
は
横
ば
い
だ
が
、
狩
猟
登
録
者

は
そ
の
７
割
が
60
歳
以
上
と
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
昨
年
度
か
ら
狩
猟
免
許

取
得
等
の
費
用
の
補
助
制
度
を
設
け
た
。

今
後
と
も
、
捕
獲
、
侵
入
防
止
、
有
害

鳥
獣
を
近
づ
け
な
い
地
域
づ
く
り
を
３

つ
の
柱
と
し
、
被
害
軽
減
に
取
り
組
む
。

答

①
昨
年
度
の
市
街
地
へ
の
出
没

件
数
は
23
件
、
農
作
物
の
被
害
件
数
は

１
９
２
件
、
被
害
金
額
は
１
０
７
６
万

４
千
円
。
被
害
防
止
の
た
め
、
平
成
18

問

①
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
現
状
は
。

②
西
伊
豆
町
の
電
気
柵
事
故
を
受
け

て
の
本
市
の
対
応
は
。

③
狩
猟
免
許
の
所
持
者
の
現
状
は
。

ふ
く
や
ま
ワ
イ
ン
特
区
の
活
用
と

備
後
圏
域
の
活
性
化
策
は

大
田　
祐
介

水
曜
会

答

ふ
く
や
ま
ワ
イ
ン
特
区
は
、
農

家
民
宿
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を
営
む

農
業
者
が
、
自
ら
生
産
し
た
果
実
を
原

料
と
し
て
果
実
酒
を
製
造
す
る
場
合
、

酒
税
法
で
定
め
る
最
低
製
造
数
量
基
準

の
適
用
を
受
け
ず
、
自
ら
の
農
家
民
宿

等
で
果
実
酒
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
あ
る
。

　
備
後
圏
域
で
は
世
羅
町
に
も
特
区
が

あ
り
、
井
原
市
で
も
特
区
申
請
に
向
け

て
研
究
し
て
い
る
。
今
後
は
圏
域
で
連

携
が
可
能
な
市
町
を
対
象
に
、
ワ
イ
ン

を
活
用
し
た
観
光
振
興
な
ど
の
地
域
活

性
化
策
の
検
討
を
考
え
て
お
り
、
今
年

度
調
査
・
研
究
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問

本
市
は
ワ
イ
ン
特
区
に
認
定

さ
れ
、
山
野
町
で
は
特
区
を
活
用
し

た
ワ
イ
ン
造
り
が
進
ん
で
い
る
。
国

産
ワ
イ
ン
ブ
ー
ム
の
到
来
に
よ
り

連
携
中
枢
都
市
圏
に
お
け
る
ワ
イ
ン

に
よ
る
活
性
化
が
図
れ
る
の
で
は
。

自
治
会（
町
内
会
）へ
の

加
入
促
進
策
は

髙
田　
健
司

水
曜
会

の
中
核
を
担
っ
て
お
り
、
安
心
・
安
全

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
や
多
様
化

す
る
地
域
課
題
の
解
決
、
協
働
を
進
め

る
人
づ
く
り
な
ど
の
観
点
か
ら
、
そ
の

活
動
の
重
要
性
は
増
し
て
い
る
。

　
調
査
結
果
で
は
、
一
戸
建
て
住
宅
で

は
約
９
割
が
加
入
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

の
集
合
住
宅
で
は
３
割
程
度
で
あ
り
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
加
入
促
進
策
を

検
討
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
本
市
で
も
自
主
防
災
や
地
域
福
祉
な

ど
に
お
け
る
自
治
会
活
動
の
重
要
性
を

伝
え
る
た
め
、
引
き
続
き
広
報
紙
を
活

用
す
る
な
ど
加
入
促
進
に
向
け
て
取
り

組
む
。

答

地
縁
の
つ
な
が
り
に
よ
り
暮
ら

し
を
支
え
合
う
自
治
会
は
、
住
民
自
治

問

自
治
会
連
合
会
が
昨
年
度
実

施
し
た
「
未
加
入
世
帯
へ
の
取
り
組

み
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で

市
全
体
の
加
入
率
が
77
％
だ
っ
た
。

加
入
の
必
要
性
と
、
解
決
策
は
。

三
世
代
同
居
推
進
の
施
策
の
創
設
を

問

三
世
代
同
居
の
増
加
は
、
高

齢
者
の
孤
独
死
や
老
老
介
護
等
の
問

題
を
減
少
さ
せ
、
増
嵩
し
続
け
る
民

生
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
上
位
県
の
子
ど
も
た
ち
の
多
く

は
三
世
代
同
居
と
の
こ
と
で
、
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
三
世
代
同
居
推

五
阿
彌
寬
之

水
曜
会

進
の
施
策
の
創
設
を
求
め
る
。

　
ま
た
、
二
世
帯
住
宅
新
築
時
は
税

の
特
例
措
置
が
あ
る
が
、
三
世
代
同

居
を
推
進
す
る
た
め
の
優
遇
措
置
は
。

答

国
は
三
世
代
同
居
・
近
居
支
援

を
人
口
減
少
対
策
と
し
て
推
進
、
ま
た

子
育
て
支
援
策
と
し
て
取
り
組
む
と
し

て
お
り
、
本
市
で
は
国
の
財
政
措
置
が

明
ら
か
に
な
っ
た
段
階
で
、
有
効
な
支

援
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
三
世
代
同
居
・
近
居
に
関
す
る
市
税

の
減
免
措
置
は
な
い
が
、
国
の
税
制
改

正
の
動
き
も
あ
り
、
今
後
動
向
を
注
視

す
る
。


